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敷
地
の
空
に
元
気
で
泳
げ
鯉
の
ぼ
り

敷
地
自
治
振
興
会
で
は
、
4
月
1
3
日

（
土
）
　
に
敷
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
鯉
の
ぼ

り
を
揚
げ
ま
し
た
。

区
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
使
わ
な
く

な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
寄
付
し
て
も
ら

い
、
今
年
で
8
回
目
。

約
1
時
間
の
作
業
で
色
と
り
ど
り
の

鯉
の
ぼ
り
2
8
匹
、
敷
地
保
育
所
園
児
が

つ
く
っ
た
か
わ
い
い
鯉
の
ぼ
り
1
4
匹
が

敷
地
の
空
に
舞
い
ま
し
た
。

完
成
後
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
と
敷
地
区
の
発
展
を
祈
念
し
て
万

歳
三
唱
！
！

5
月
1
8
日
　
（
土
）
　
ま
で
揚
げ
て
い
ま

す。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。（大
上
　
清
隆
）



善逝専（八十八カ所めぐり）～歩いて歩いてふれあい健康づくり～

4月14日（日）　行事始まりです。

7時30分　吐く息白く、気温も低い。21人がコミュニティセンターへ集合。

介護予防ラジオ体操も定着。軽いストレッチ。
7時40分出発　親水公園～桜の散った並木を歩く。

日彰館野球部員の「おはようございます」気持ちの良いあいさつ～

吉舎保育所裏道で土筆を見つける。
8時00分、駐車場で休憩、水分補給。

その間、「吉舎町の伝説」の本より「善逝寺の残党の窪とかくれ迫」の読み語り。
8時10分出発、1番札から進む落葉がカサコソ。小枝を踏みしめるパキッ！

落ちている枝を杖がわりに～

足元ばかり見て歩く。
若葉やつつじの彩りに気付かず声かけられて、
「本当じゃね～」とあらためて感動。

昔ここに道があったのに迷路の様…
こっちの方になっとるわー。

苔のいいのがあるね！

それにしても木々が倒れて山が悲しむわ
、÷手入れしてあげんといけんね～

）といろいろ思いを話しながら歩く。
汗ばんできた。50番札を通るころ
「雪割りイチゲやイチリン革」の群生を発見。

クサカケを供え手を合わせてくださる人も
いたり嬉しいです。

八十八カ所を巡り境内で8時50分休憩。
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青空の下、記念撮影9時00分
日正上人の堀切を通り七日市裏よりコミュニティセンターへ9時15分全員完歩。（鎧坂美恵子）

」
青石こどきんきいM50 2

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
ど
う
ぞ
！

カ
サ
ダ
ル
マ
・
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
情
報
も

『
安
ら
ぎ
の
里
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
』
改
訂

版
が
完
成
し
ま
し
た
。

「
J
R
備
後
安
田
駅
」
・
「
カ
ザ
グ
ル

マ
」
　
の
写
真
を
追
加
、
尾
道
松
江
線
の
吉

舎
I
C
も
載
せ
ま
し
た
。

ま
た
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
、
サ
サ
ユ
リ
等
の

写
真
を
入
れ
替
え
、
自
然
豊
か
な
　
「
や
す

ら
ぎ
の
里
　
安
田
」
　
が
今
ま
で
よ
り
も
、

も
っ
と
案
内
し
や
す
く
、
そ
し
て
自
慢
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
安
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
や
三
次
市
吉
舎
支
所
に
も
置
い
て
い

ます。5
月
初
旬
か
ら
は
カ
ザ
グ
ル
マ
、
6
月

に
な
る
と
サ
サ
ユ
リ
が
見
ご
ろ
を
迎
え
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
海
上
　
洋
）

『
気
持
ち
い
い
頂
想
教
室
』
開
催

体
が
気
持
ち
よ
く
な
る
よ
う
、
ゆ
っ
く
り

動
き
ま
す
。
気
持
ち
い
い
姿
勢
で
じ
っ
と
し

て
い
て
も
い
い
で
す
。
呼
吸
が
大
切
で
す
。

ラ
ク
に
気
持
ち
よ
く
呼
吸
す
る
こ
と
で
、

も
っ
と
気
持
ち
よ
く
な
り
ま
す
。
誰
で
も
無

理
な
く
、
簡
単
に
で
き
ま
す
。

「
瞑
想
　
（
め
い
そ
う
）
　
」
　
と
い
っ
て
も
宗

教
的
な
内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（木
下
昌
玄
）

今
年
度
か
ら
、
「
気
持
ち
い
い
瞑
想
教

室
」
　
を
毎
月
第
一
・
三
水
曜
日
、
1
0
時
か
ら

安
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま

す。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
講
師
の
木
下
昌
玄
さ

ん
　
（
℡
4
3
・
2
3
4
1
）
　
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
安
田
自
治
振
興
会
）
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八
幡
小
学
校
入
学
式

4
月
8
日
　
（
月
）
、
八
幡
小
学
校
入
学

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
4
名
の
新
入
生
が
あ
り
、
校
長

先
生
や
来
賓
の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
挨
拶

を
戴
き
、
小
学
校
生
活
が
始
ま
り
ま
し

た。

こ
れ
か
ら
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
勉
強
し

て
、
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
上
　
清
治
）

春
の
息
吹
　
か
た
く
り
の
花

丸
田
の
か
た
く
り
の
花
が
満
開
。

こ
の
か
た
く
り
は
、
奥
丸
田
の
方
た
ち

が
長
年
苦
労
し
て
育
て
て
こ
ら
れ
、
現
在

ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

か
た
く
り
は
、
花
に
日
が
当
た
る
と
開

き
反
り
返
り
、
日
差
し
が
な
い
日
は
、
花

が
閉
じ
た
ま
ま
∴
丁
で
す
。（野
上
　
清
治
）

お
し
ゃ
べ
り
塞
が
ぎ
ま
し
た

恒
例
の
徳
市
お
花
見
会

4
月
1
3
日
　
（
土
）
、
午
後
7
時
よ
り

吉
舎
徳
市
自
治
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

畳
の
部
屋
は
4
0
名
の
参
加
者
で
い
っ

ぱい。木
屋
支
所
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

平
岡
市
議
の
乾
杯
で
宴
会
ス
タ
ー
ト
。

飲
ん
で
し
ゃ
べ
　
っ
て
、
皆
さ
ん
な
ご

や
か
に
楽
し
く
地
域
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

豪
華
景
品
の
当
た
る
く
じ
引
き
で
は

さ
ら
に
盛
り
上
が
り
、
歓
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

2

時

間

半

、

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

最
高
の
雰
囲
気
で
万
歳
三
唱
。

今
年
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
お
花
見
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
中
倉
政
子
）
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桜
と
お
茶
を
楽
し
み
ま
し
た

4
月
1
7
日
　
（
水
）
、
中
四
字
自
治
振
興
会

で
は
、
矢
野
地
の
正
典
寺
に
お
い
て
お
花
見

茶
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
桜
の
開
花
は
少
し
早
か
っ
た
よ
う

で
す
が
、
境
内
に
は
ま
だ
見
ご
ろ
の
桜
も
あ

り
、
花
を
見
た
後
に
は
、
塚
本
和
順
和
尚
の

お
説
教
を
き
い
た
り
、
お
抹
茶
を
味
わ
っ
た

り
と
春
の
一
時
を
楽
し
く
過
ご
さ
れ
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
早
川
安
明
）

は
つ
け
よ
い
　
の
ご
っ
た
－
。

敷
地
艮
神
社
の
子
ど
も
相
撲

4
月
1
4
日
　
（
日
）
　
に
敷
地
艮
神
社
の
春
祭

り
で
子
ど
も
相
撲
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
園
児
か
ら
小
学
生
の
児
童
で
勝
ち
抜

き
戦
を
お
こ
な
い
、
な
か
な
か
の
迷
　
（
？
）

勝
負
も
あ
り
観
客
の
方
か
ら
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
相
撲
終
了
後
、
子
ど
も
た
ち

の
楽
し
み
な
「
宝
探
し
」
。
周
囲
を
く
ま
な

く
探
し
　
「
あ
っ
た
！
あ
っ
た
！
」
と
喜
ん

で
、
景
品
と
ジ
ュ
ー
ス
を
も
ら
っ
て
い
ま
し

た。

今
年
は
散
り
始
め
た
桜
の
下
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
を
み
て
、
す
が
す

が
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
（
太
上
　
清
隆
）
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栗
原
辰
吉
さ
ん
・
福
永
和
夫
さ
ん

三
次
市
体
協
　
功
労
賞
受
賞
－
。

お
二
人
は
、
4
月
1
5
日
　
（
月
）

三
次
市
体
育
協
会
・
中
村
徹
朗
会

長
よ
り
、
長
年
、
青
少
年
育
成
の

剣
道
指
導
に
お
い
て
貢
献
さ
れ
た
事

が
認
め
ら
れ
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
剣
道
を
通
じ
て
、
青

少
年
の
育
成
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
（
松
田
　
正
美
）

徳
市
に
咲
く
　
二
輪
草

ひ
た
ま
り
の
　
そ
よ
風
に
揺
れ

大
津
英
輔
の
日
本
画
世
界

追
悼
展
－
ふ
る
さ
と
の
自
然
に
心
を
寄
せ
て
I

4
月
2
0
日
　
（
土
）
、
美
術
館

あ
ー
と
あ
い
・
き
さ
で
、
大
津
英

輔
氏
の
追
悼
展
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
生
を
慕
わ
れ
て
い
た
1
0
0

人
を
超
す
方
々
で
会
場
は
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
作
品
を

観
賞
し
、
そ
の
後
は
ご
子
息
・
大

津
真
一
氏
に
よ
る
ピ
ア
ノ
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
奏
さ
れ
る
鎮
魂
曲
を
聞
き
な

が
ら
映
像
と
と
も
に
、
故
人
を
偲

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
（
松
田
正
美
）

追
悼
展
に
よ
せ
て

私
た
ち
の
師
で
あ
っ
た
大
津
先

生
の
追
悼
展
が
始
ま
っ
た
。

久
々
に
会
っ
た
先
輩
方
と
旧
交

を
温
め
て
い
て
、
作
品
を
ゆ
っ
く

り
観
賞
す
る
暇
は
な
か
っ
た
が
、

一
途
な
生
き
方
を
貫
か
れ
た
先
生

ら
し
く
、
ど
の
作
品
も
厳
し
く
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
一
巡
し

た。
ま
た
、
ご
子
息
に
よ
る
鎮
魂
曲

に
乗
せ
、
映
像
で
見
せ
て
く
だ

さ
っ
た
中
に
は
、
花
の
絵
等
あ

り
、
先
生
の
意
外
な
一
面
を
見
た

気
が
し
た
。

そ
し
て
、
生
涯
の
テ
ー
マ
と
言

わ
れ
て
い
た
ブ
ナ
林
の
絵
が
映
さ

れ
た
時
、
私
の
脳
裡
に
先
生
の
姿

が
浮
か
ん
だ
。
デ
ニ
ム
の
ベ
ス
ト

に
、
つ
っ
か
け
履
き
、
魚
の
目
の

出
た
足
を
労
い
な
が
ら
、
手
に
は

私
た
ち
の
お
や
つ
を
入
れ
た
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
持
っ
て
　
－
。

先
生
は
き
っ
と
、
あ
の
姿
で
ブ

ナ
林
の
奥
へ
と
続
く
道
へ
と
行
っ

て
し
ま
わ
れ
た
の
だ
。

そ
ん
な
に
急
が
な
く
て
も
よ

か
っ
た
ろ
う
に
　
－
。

私
た
ち
の
教
室
に
は
、
今
も
先

生
の
声
が
聞
こ
え
る
「
ま
た
や
っ

ち
ゃ
た
！
」
　
「
な
に
ゆ
う
し
ょ
っ

て
ん
で
す
か
！
！
言
う
た
で
し
ょ

う

が

！

！

L

 

I

。

「
出
来
ま
し
た
ね
。
」
と
言
う

声
が
早
く
聞
き
た
い
。
そ
の
為
に

も
ま
た
、
ゆ
っ
く
り
先
生
の
絵
に

会
い
に
行
こ
う
－
－
。

（
中
村
浩
子
）

士
口
金
ロ
艮
神
高
祖

承
久
の
乱
（
1
2
2
1
年
）
後
、
後

鳥
羽
上
皇
が
隠
岐
に
流
さ
れ
る
途
中
、

吉
舎
艮
神
社
で
一
泊
さ
れ
、
こ
の
地
の

あ
ま
り
の
素
晴
ら
し
さ
に
思
わ
ず
「
吉

（
よ
）
き
舎
（
や
ど
り
）
　
か
な
」
と
言

わ
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

先
日
、
興
味
を
抱
い
て
、
改
め
て
吉

舎
と
地
元
安
田
の
艮
神
社
に
参
詣
し
ま

した。吉
舎
町
に
は
、
現
在
、
良
と
い
う
神

社
が
、
安
田
艮
神
社
、
敷
地
艮
神
社
、

吉
舎
川
之
内
艮
神
社
な
ど
4
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
艮
神
社
は
、
元
吉
備
国

（
備
後
）
　
に
多
い
神
社
で
す
。
艮
神
社

は
、
丑
寅
の
方
角
、
つ
ま
り
北
東
を
指

し
、
そ
こ
か
ら
出
入
り
す
る
鬼
か
ら
、

そ
の
主
祭
神
で
あ
る
伊
邪
那
岐
命
（
い

ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
）
と
伊
邪
那
美
命

（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
）
が
子
ど
も
を

守
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

鬼
も
温
羅
（
う
ら
、
お
ん
ら
）
、
吉

備
冠
者
（
き
び
の
か
じ
や
）
な
ど
、

色
々
な
呼
び
方
で
存
在
し
て
い
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
吉
備

津
彦
命
と
温
藤
の
伝
説
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
調
べ
て
い
く
と
、
興
味
は
尽

き
ま
せ
ん
。

艮
神
社
を
参
詣
す
る
時
は
、
興
味
・

関
心
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
訪
れ
て
み
る
の

も
い
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
さ
さ
・
よ
い
と
こ
発
見
隊糀田
英
昭
）



生　涯　学　習　講　座

中．

今年も色々な講演会を企画し、また新しいクラブも加え、昨年から講演会“クラブ活動
を同日で実施し、参加者の皆さまに一日通して楽しい時間を過ごしていただけるよう、
企画しています。多くの皆さまの申し込みをお待ちしています。

◆主会場

◆対　　象

◆受講料

◆募集人員

◆申込方法

◆

◆

◆申込期限

◆申込〃問合わせ

吉舎生涯学習センター

吉舎町に在住、もしくは勤務されている方

2，000円（全講座）※クラブ活動での教材費等は別途必要

60名程度

希望するクラブを選び、申込書に必要事項を記入して吉舎町自治

振興連合会（吉舎生涯学習センター内）に提出していただくか、

電話またはFAXでお申し込みください。

平成25年5月31日（金）

吉舎町自治振興連合会事務局　電話・FAX　43－7272

○講演会予定
6月28日（金）「オール三次観光推進戦略と吉舎町の活性化」：三次市副市長
7月26日（金）「地域でイキイキと生きる」：県立広島大学　前川俊清准教授
9月27日（金）「笑いヨガ」：笑いヨガ認定リーダー　河原田聡美さん
10月25日（金）「災害発生！そのときあなたならどうする？」：三次市危機管理課
11月22日（金）「交通安全教室と犯罪被害にあわないために」：三次警察署

○クラブ活動（次からお遊びください
1．郷土史
2．手　芸

3．茶　道
4．スポーツ吹矢
5．パソコン
6，健康づくり

（立畑春
（法林暁
（奥田
（曽根
（三次
（今原正

（ノルディックウオーキング体験など）
7．囲　碁（新規）　　　　　（舛田寛生先生）
8．バードウオッチング（新規）（伊藤正敏先生）

※人数の関係上、クラブ活動が第一希望にならないことがあります。

き　り　と　り

きさ楽生塾受講生申込書

○希望するクラブ

第一希望　　　　　　　　　　　　　　　　第二希望

住所：〒729－42

三次市吉舎町

氏名：　　　　　　　　　　　　　　電話番号：0824－43－

青石こどきんきいM50　6

宗
光
ケ 囲ヨジ
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ブ
先

）
夫
美
節
生
一
美



5月の新着図書案内（3月21日～4月20日受入分）

【一般書】
ザ“マジック　　　　　　　　　　　ロンダ“パーン／薯（人生訓）

ここが変わった日サザエさん一家の公的保険

梅本　達司／著（保険）
有斐閣判例六法　平成25年版　　　　　　井上　正仁／編集代表（法律）

教室内（スクール）カースト　　　　　　　鈴木　翔／著（教育）

びっくり節約生活！一家6人＋1月7万円　大庭　聡恵／編著（家計）

まいにちドライフルーツ　　　　　　　　福田　淳子／著（料理）

鞠鵬詩鰐車重囲碁鍾蛋靖

母さんがどんなに僕を嫌いでも　　　　歌川　たいじ／著（コミック）

世界から猫が消えたなら　　　　　　　　川村　元気／著（小説）

猶弁と指輪物語　　　　　　　　　　　　大山　淳子／著（小説）

太陽を抱く月　上“下　　　　　チヨン　ウングオル／著（小説）　など52冊

【児童書】
いきのびる魔法　　　　西原　理恵子／作（いじめ）

のりものいっぱい図鑑　　松澤　正二／監修（のりもの）
バナナのはなし　　　　　伊沢　尚子／文（バナナ）

庭にたねをまこう！　ジョーン・G・ロビンソン／著（ガーデニング）
イヌカウコドモ　　　　金森　美智子／文（ペット）

おまじないつかい　なかがわ　ちひろ／作（よみもの）
ミヤマ物語　第3部　あさの　あつこ／著（よみもの）
林業少年　　　　　　　　　堀米　薫／作（よみもの）

だるまのしゆぎょう　ませぎ　りえこ／作（えはん）
に一つこり　　　　くわざわ　ゆうこ／絵（えほん）　など36冊

※貸出中の場合は予約もできます。どうぞご利用ください。

今月のひとこと
「本があって、自分と向き合う時間が持てる。

それで何が解決するかと問われれば答えに窮します。

移動図書館車 � 
“ころぶつくる号”をこ利 �用ください。 

毎月第2火曜　午後1時30分～2時

安田小学校
毎月第4木曜　午後1時30分～2時

八幡小学校

地域の皆さんにもご利用いただけます。貸出
カードがあれば、簡単に貸し出しできます。　、－／

まだ貸出カードをお持ちでない方は、訪問日に
登録させていただきます。印鑑・免許証など、本
人確認ができるものを持っておいでください。

お金や食物、飲料水といった物の方が現実にはずっと力になりますよね。
当たり前のことです。
でも、それだけでなく、そういうものとまったく別の形で、本もまた人を支えられる。
人間の精神のあり方、それをぎりぎりのところで守っていくものの一つに本がある。
そう信じていいんじゃないか…つて思ったのです。」　　　「チュウガクセイのキモチ」あさのあつこ／著　より

●　‾

●

；成長期の子ともたちへ～吉舎学校給食共同醜場から～

：　吉舎学校給食共同調理場は、吉舎の小学校3校と中学校l
：校、保育所3か所の給食を担っており、平成10年からは現在

：の場所で業務を行っています。

：1日の食数は『約450食』と大量調理ですが、オートメー

：ション化もなされ、効率的に、また徹底した衛生管理のもと、

：給食調理にあたっています。
●

：現在は、調理員7名、配送員2名、栄養士2名です。ほとん
：どが地元吉舎の方で、安全で安心な、そしておいしい給食作り

：に取り組んでいます。

；また、地場産の食材を取り入れて地産地消も進めています。

；成長期の子ども達の健康や体位の向上、地元で採れた食材・

：旬のもの・行事にまつわるもの・手作りの料理・アレルギーへ

：の対応など、大量調理であっても配慮のある給食を心がけてい

・ます。
●

：　将来を担う子ども達のために吉舎学校給食共同調理場はこれ

：からも頑張っていきますので、皆様のご理解とご協力をお願い

：いたします。
●

●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●1
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ここで調理をし、トラックで配送します。
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このメンバーで頑張っています。

よろしくお願いします。 ●

●
●



吉舎町高齢者〃児童等支援連絡会議から

国頭の晃守りや声離すのある錐お互いさま”の地域をめざして
宙

前月号では3月18日に開催した会議の内容をご紹介しましたので、

今回は、この会議の構成団体についてご紹介します。

吉舎町内の各団体機関

社会福祉穣議会　　　民生委員児童委員　　　三次市吉舎支所 
r　　　　　葵鵜臆鵜■■鵜臆賀鵜漢　　　　　　　1 

自治猿醍合会　　　民生鶏腫委員　　画聖 

こじか荘　　　　　　　　　　　鯖節書見守り髄　　　　　　　　校長連絡援護会 

ケアハウス吉舎　髄員　　　　輔　畳互コ 

医鯛　会員・団員　藷纏と　保護者　日豪校 

老人クラブ連合会　　家族．親戚　ボランティア　　青少年嘉全町民会議 

瀾　知人‘友人　サロン　」董 

堅在所　　　消院蕃　　　新聞販売店　　郵便局 

「記事を見て来たんよ～」仲良し3人組発見《

料理の本を見ながら、話に花が咲いていました。

吉舎ふるさとプラザXa∴10．4情報 
ど紙 うをi ぞ貼 ごり 覧重 くねi だて さ作 いる 103 D： ア ii トi で す「 �冊謡締聾 国鳥重量 

場畢国璽曇享∴∴自　　作 
∴∴∴∴亘　寓 

貴名こどきんと伊仙50　8

駒lよし註轟く事
務キ　ーi∴繁＿

子育て支援センターの出前広場を開催

ます。のびのびと遊びましょう！
き　　′

薄‾㌧

とき：6月4日（火）10時30分～11時30分

ところ：吉舎保健センター　和室
内容：「ぴょんぴょんカエル」作り

〆－タ∵＝「

l

覆謹照

餞
お問合せ：三良坂子育て支援センタ一

転　　「みつばち」℡44‾2捲
く　へヰ’、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生餌を）
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先
月
ご
紹
介
し
た
吉
舎
図
書
館
の
こ
の
ス
ペ
ー
ス
覚

え
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

「
記
事
を
見
て
来
た
ん
よ
～
」
と
、
7
0
代
の
仲
良
し

3
人
が
く
つ
ろ
い
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

3
人
は
も
と
も
と
同
じ
地
域
の
方
で
す
が
、
お
一
人

は
立
ち
退
き
で
敷
地
か
ら
清
綱
に
。

週
に
1
回
、
福
祉
バ
ス
な
ど
を
使
っ
て
保
健
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
り
、
マ
シ
ン
の
運
動
を
し
て
お
ら
れ
る
そ

う
で
す
。
住
む
と
こ
ろ
は
離
れ
て
も
、
「
心
は
近
い
I
・
」

と
い
う
感
じ
。

「
長
い
こ
と
住
ん
で
い
る
け
ど
、
こ
こ
に
来
た
の
は

初
め
て
。
」
　
「
外
に
出
よ
う
と
思
う
と
、
こ
の
季
節
は

何
を
着
た
ら
い
い
ん
か
な
ぁ
と
考
え
る
ん
よ
。
出
て
き

て
皆
さ
ん
を
見
て
勉
強
す
る
ん
よ
。
」
　
「
家
の
こ
と
は

き
り
が
な
い
か
ら
ね
～
。
」
と
。

マ
シ
ン
を
使
っ
て
運
動
を
し
て
、
出
て
き
た
つ
い
で

に
用
事
も
し
て
、
そ
し
て
、
バ
ス
を
待
つ
ち
ょ
っ
と
の

時
間
で
、
お
し
ゃ
べ
り
し
て
笑
っ
た
り
…
。

笑
顔
と
元
気
の
あ
ふ
れ
た
素
敵
な
3
人
で
し
た
。

み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
出
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
‖
‥



禽晒罷十度ぼ鮭診測hA縄4974～

A　…　あっという間に

K・・・健診〆切

B　…　ぽつぽつ申し込みを

4074　…　40歳から74歳

健診を受けることは、皆さんの大切な健康を守るだけでなく、
医療費や保険料の増加を抑制することにもつながります。

★今年度の健診については、広報みよし5月号で詳しくお知らせし

ていますのでご覧ください。

漢吉舎保健センターでの総合集団健診　9月4日（水）・5日（木）

漢人間ドック〃脳ドック　←申し込み期限は5月末です。希望される方はお急ぎください。

菓かかりつけ医での個別健診
いずれかの健診をこ利用ください！

40歳から74歳の方は、特定健診の対象者です。

元気な方も、治療中の方も、年に1回は健診をお受けください。

特定健診受診率の推移 ���展　寒中　‘細I 癒薗強喜美輿”軍費合さl● 
－●ヽ●い〇・とe塞－799塞9トー 

三次市全体 �吉舎町 

吉舎町は前年よりも約4％上昇しました。 

平成23年度 �30．9％ �32．3％ （国の示す24年度の目標値は65％です…） 

平成24年度 �31，7％ �36．1％ �がんばれ、吉舎町！！ 

禽がん検診雷畢期発見鳴期治療碧
がんにかかる人は、

男性は、胃がん、肺がんの順で多い。

女性は、乳がん、大腸がんの順。

早期がんと進行がんとで5年生存率は大幅に

異なります。

早期発見のため、がん検診は定期的に受けま

しょう。

※大脇がÅ高ま、経腸がんと画調義がんの会計

重観音臆臆略 �観音臆臆臆堅登観音臆臆園里長閉園題音量裏 �写露頭看易 

：申出：； ：千∴藷； �享年二 重 ∴∴詰 責 詰純理 �　モ 肝騙… 
圭 　　一∵亘 　卓l 鴫：蒋●刊「： 

締‡蹄）がん研発掘窮開聞賄竜五節続誠意偶1第姜よ蹟

宙鴫気′砂ラツ教覿開催します日参舶納しかも送迎あの

『介護のプロ』が、身近な集会所などで介護予防の教室を開催します。
いつまでも我が家で元気で暮らせるために、まずはお出かけください。

お話して、身体を動かして、みんなと大笑い！！

対象者：町内にお住いの概ね65歳以上の方
開催日：6月～3月（第3木曜日）

時間〃場所　午前10時30分～12時　裏道集会所

午後　2時～　3時30分　中四字コミュニティセンター

申し込み：5月31日まで

委託先：こじか荘適所介護事業所

【問い合わせ・申し込み先】
こじか荘適所介護事業所　電話：43－3117　または　三次市吉舎支所　電話：43－3111

9　昇ることき在わーM50
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禽「え～ところじゃね刹相聞と嘉緒虻新たな発見墾
確康づ約サボ痛タ一言禽会

健康づくりサポーター　吉舎会では、身近な吉舎ならではのウオーキングマップ作成に取り組んでいます。
今回は、大楽寺「しだれ桜」コースを歩きました。
ちょうど良い天気に恵まれ、まわりの緑や花たちに心を躍らせ、大楽寺では「凛とした」空気を満喫。
ここは秘かなパワースポットか‥・。

歩いて、おしゃべりして、見て楽しんで…心も体も大満足！！

近くの駐車場に車を止めてもよし、大楽寺入口の標識から思いっきり歩いてもよし。
この日の様子は、吉舎自治振興会ホームページでも紹介されています。

気　ちええげぇ 

歩いて弗んさ　1 

〇　〇　〇∴〇一〇　一㊤　e e e O e e　●り

「この花は何かいの？」

道端には色んな草花がありますよ。

きさ　まるごと日程表　　2013年5月～2013年6月 �� 

5月19日（日）9：00－ �安田区民・小学校・保育所合同春季大運動会 �安田小学校グラウンド 

5月26日（日）9：00～ �敷地区民大運動会（雨天の場合は敷地体育館） �敷地グラウンド 

5月26日（日）9：00－ �八幡地区大運動会（雨天の場合は八幡小学校体育館） �八幡小学校グラウンド 

5月26日（日）9：00～ �申四字区民運動会 �吉舎小学校グラウンド 

5月26日（日）9：00－ �吉舎徳市自治交流センター清掃 �吉舎徳市自治交流センター 

5月29日（水） �チャレンジデー2013in三次15分以上の運動を！ �三次市内全域 

6月　2日（日） �安田地区一斉清掃 �安田地区 

6月　5日（水）8：30～ �ひまわり公園整備 �ひまわり公園 

6月　9日（日）8：30～ �八幡地区ふれあいグラウンドゴルフ �八幡小学校グラウンド 

6月　9日（日）9：00～ �徳市運動会 �吉舎徳市自治交流センター 

6月15日（土）夕方～ �敷地ホタル祭 �片野力組集会所 

6月15日（土） �ホタルを楽しむ会18：00～予定［吉舎自治振興会主催］ �吉舎生涯学習センター 

6月16日（日）8：00～ �花いっぱい運動 �吉舎コミュニティセンター 

発行・編集／『まるごときんさい』編集委員会吉舎町自治振興連合会　三次市吉舎町吉舎718番地1電話・FAX：43－7272
三次市吉舎支所　　三次市吉舎町吉舎368番地　輔‥43‾3112FA濫読艶、脇10
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・
金
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9
時
0
0
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か
ら
日
時
0
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一
日
中
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用
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な
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2
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1
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～
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5
月
2
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◎
閉
館
時
は
、
市
役
所
吉
舎
支
所
の
宿
直

室
で
カ
ギ
を
受
取
り
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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